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複数のキャプチャーデバイスの設定クイックガイド 
- C988を利用する場合

設定例： 
複数枚のキャプチャーデバイス（C988） 

を配置したメーン画面

https://obsproject.com
https://obsproject.com


【Part 1. 
　2枚のC988を利用する場合】 

Step 1. 
ソースの追加（映像キャプチャデバイス）： 

　キャプチャーデバイスを一つずつ追加・設定します。 
（２枚利用の場合は２つ作成して下さい。） 
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Step 2. 
ソースを設定します： 

　下記の図のように、映像・音声ソースを設定します。 
（それぞれの詳しい設定方法は後述します。） 
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①

②

③



【1. 映像ソース（デバイス映像）】 

①　映像ソース（デバイス）を設定します。 
　　「AVerMedia Live Gamer HD 2」（C988）もしくは 
　　「AVerMedia LGHD Stream Engine」を選択して下さい。 

※付属ソフト『RECentra 3（若しくはそれ以降）』をインストール 
　すると、『AVerMedia LGHD Stream Engine』というプラグインも 
　インストールされます。「AVerMedia LGHD Stream Engine」 
　を指定すれば、入力される映像の表示のパフォーマンスを向上させる 
　ことができますので、Stream Engineを使用することをお勧めします。 
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デバイス映像

HDMI映像 
（C988のHDMI IN端子）

AVerMedia Live Gamer HD 2

AVerMedia LGHD Stream Engine →Stream Engine 
　を使用



②　（映像ソースは「AVerMedia Live Gamer HD 2」を選択する場合：） 
　　【解像度/FPS タイプ】で「カスタム」を選択します。 

【解像度】、【FPS】を設定します。 

③　【映像フォーマット】で「YUY2」もしくは「MJPEG」を選択します。 

画質 PC画面の表示遅延 PCの負荷 データ量

YUY2（非圧縮映像データ） 高 低 軽い 大

MJPEG（圧縮映像データ） 低 中 重い 中

・２枚のC988を「YUY2」に設定して非圧縮映像データを取り込むと、処理する 
　データ量が多い為（使用可能な帯域幅をバス上のすべてのデバイスが共有します）、 
　PCIバスの帯域幅をかなり消費し、PCのマザーボードの帯域幅に要求されますから、 
　マザーボードによっては正常に使用できない場合もあります。 
　その際は、２枚のC988を「YUY2」に設定せず、 
　１枚のC988は「YUY2」を設定し、もう一枚は「MJPEG」を設定したり、 
　２枚とも「MJPEG」を設定して下さい。
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・設定例（２枚のC988）： 

※ご注意： 
1.【解像度/FPS タイプ】で「デバイスの既定値」選択していない場合は、 
　【映像フォーマット】などを選択できません。 

2. 映像ソースを「AVerMedia LGHD Stream Engine」に選択する場合は、 
　【映像フォーマット】で「MJPEG」を選択できません。 
　※Stream Engineは「YUY2」のみ使用できます。 
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デバイス映像
設定できる 

映像フォーマット項目
設定例（２枚のC988）

AVerMedia Live Gamer HD 2
・YUY2 
・MJPEG

設定例①：YUY2 + YUY2 
設定例②：YUY2 + MJPEG 
設定例③：MJPEG + MJPEG

AVerMedia LGHD Stream Engine ・YUY2 YUY2 + YUY2



【2. 音声ソース（デバイス音声）】 

　「カスタム音声デバイスを使用する」のチェックを入れてから、 
【音声デバイス】の一覧リストから音声デバイス（音声ソース） 
を選択します。 

※付属ソフト『RECentra 3（若しくはそれ以降）』をインストール 
　すると、『AVerMedia LGHD Stream Engine』というプラグインも 
　インストールされます。「AVerMedia LGHD Stream Engine」を指定 
　すれば、入力される映像と音声に合わせるパフォーマンスを向上させる 
　ことができますので、Stream Engineを使用することをお勧めします。 

※こんな時： 
　ソース機器（ゲーム機など）の映像と音声が合わない「音ズレ」 
（映像と音声のズレ）が発生している場合は、下記の解決方法を参考
にして下さい。 
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デバイス音声

HDMI音声 
（C988のHDMI IN端子）

デジタル オーディオ インターフェース 
（AVerMedia Live Gamer HD 2）
AVerMedia LGHD Audio Stream Engine  
（デジタル オーディオ インターフェース）

→Stream Engine 
　を使用

AUX音声 
（C988のAUX IN端子）

ライン（AVerMedia Live Gamer HD 2）

AVerMedia LGHD Audio  
Stream Engine（ライン）

→Stream Engine 
　を使用



方法１： 
　音声ソースはStream Engine（「AVerMedia LGHD Audio 
Stream Engine（デジタル オーディオ インターフェース）」 
若しくは「AVerMedia LGHD Audio Stream Engine（ライン）」）
を選択して下さい。 

方法２： 
　『OBS Studio』では、 ソース機器の音声を遅延させるという機能 
「ミキサー」（音声を遅延させることによって、映像とのズレ 
を改善できます）を利用して下さい： 
①　「ミキサー」の横にある歯車アイコンをクリックします。 
②　音声ソースの「同期オフセット (ミリ秒)」に150～200の数字 
　　を入力し、音の先行・遅延を調整出来ます。 
 

※パソコンの仕様やお客様の設備環境、ゲームの画面により、 
　動画のエンコードや処理速度が違うため、遅延が異なります。 
　音ズレが改善しない場合は、数値を調整して下さい。 
※設定方法は、下記のサイトをご参照下さい。 
　http://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/492.html 
　http://ch.nicovideo.jp/kenta0644/blomaga/ar646845 
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http://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/492.html
http://ch.nicovideo.jp/kenta0644/blomaga/ar646845


Step ３. 
エンコーダの設定（ハードウェアエンコーダ）： 

　以下の図のように、【設定】→【出力】の順にクリックすると、 
エンコーダの設定ができます。【エンコーダ】でCPU/GPU 
（グラフィックボード）内蔵のハードウェアエンコーダ 
（NVIDA / AMD、QSVなど）を設定して下さい。 

※x264（ソフトウェアエンコーダー）を使用すると、より良い画質 
でキャプチャーできますが、CPU使用率が100%になり、 
　全体はカクカクの状態、音ズレが生じてしまう場合もあります。 
※お使いのパソコンの構成状況により、ハードウエアエンコーダー 
　が表示されない場合もあります 
※コーデックに関する詳しい情報は下記のサイトをご参照下さい： 
　https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/514.html 
　http://www.4gamer.net/games/234/G023421/20161126004/ 
　http://www.4gamer.net/games/234/G023421/20160127014/ 
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https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/514.html
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【Part 2. 
　３枚以上のC988を利用する場合】 

Step 1. 
ソースの追加（映像キャプチャデバイス）： 

キャプチャーデバイスを一つずつ追加・設定します。 
（４枚利用の場合は、4つ作成して下さい。） 
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Step 2. 
ソースを設定します： 

　下記の図のように、映像・音声ソースを設定します。 
（それぞれの詳しい設定方法は後述します。） 
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②

③

①



【1. 映像ソース（デバイス映像）】 

①　映像ソース（デバイス）を設定します。 
　　「AVerMedia Live Gamer HD 2」（C988）を選択して下さい。 

※ご注意： 
1. 「AVerMedia LGHD Stream Engine」を選択しないで下さい。 
　（「Stream Engine」は「YUY2」を使用する為、３枚以上のC988 
　でYUY2の非圧縮映像データを取り込むと、正常に使用ができなくなる 
　可能性が高いですので、お勧めしません。） 
2. 「YUY2」については、５ページをご参照下さい。 
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②　【解像度/FPS タイプ】で「カスタム」を選択します。 

【解像度】、【FPS】を設定します。 

③　【映像フォーマット】で「MJPEG」を選択します。 

※３枚以上のC988で「YUY2（非圧縮映像データ）」を設定すると処理する 
　データ量が多い為（使用可能な帯域幅をバス上のすべてのデバイスが共有します）、 
　使用ができなくなる可能性が高いので、必ず「MJPEG」を設定して下さい。 
※「MJPEG」については、５ページをご参照下さい。 

※ご注意： 
・【解像度/FPS タイプ】で「デバイスの既定値」を選択していない 
　場合は、【映像フォーマット】などを選択できません。 
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【2. 音声ソース（デバイス音声）】 

　「カスタム音声デバイスを使用する」のチェックを入れてから、 
【音声デバイス】の一覧リストから音声デバイス（音声ソース） 
を選択します。 

※こんな時： 
　ソース機器（ゲーム機など）の映像と音声に合わせない「音ズレ」 
（映像と音声のズレ）が発生している場合は、下記の解決方法 
をご参考下さい。 

方法１： 
　音声ソースはStream Engine（「AVerMedia LGHD Audio 
Stream Engine（デジタル オーディオ インターフェース）」 
若しくは「AVerMedia LGHD Audio Stream Engine（ライン）」） 
を選択して下さい。 
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デバイス音声

HDMI音声 
（C988のHDMI IN端子）

デジタル オーディオ インターフェース 
（AVerMedia Live Gamer HD 2）
AVerMedia LGHD Audio Stream Engine  
（デジタル オーディオ インターフェース）

→Stream Engine 
　を使用

AUX音声 
（C988のAUX IN端子）

ライン（AVerMedia Live Gamer HD 2）

AVerMedia LGHD Audio  
Stream Engine（ライン）

→Stream Engine 
　を使用



方法２： 
　『OBS Studio』には、 ソース機器の音声を遅延させるという機能 
「ミキサー」（音声を遅延させることによって、映像とのズレ 
を改善できます）を利用して下さい： 
①　「ミキサー」の横にある歯車アイコンをクリックします。 
②　音声ソースの「同期オフセット (ミリ秒)」に150～200の数字 
　　を入力し、音の先行・遅延を調整出来ます。 
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Step ３. 
エンコーダの設定（ハードウェアエンコーダ）： 

　以下の図のように、【設定】→【出力】の順にクリックすると、 
エンコーダの設定ができます。【エンコーダ】でCPU/GPU 
（グラフィックボード）内蔵のハードウェアエンコーダ 
（NVIDA / AMD、QSVなど）を設定して下さい。 

※x264（ソフトウェアエンコーダー）を使用すると、より良い画質 
　でキャプチャーできますが、CPU使用率は100%になって、 
　全体はカクカクの状態、音ズレが生じてしまう場合もあります。 
※お使いのパソコンの構成状況により、ハードウエアエンコーダー 
　が表示されない場合もあります 
※コーデックに関する詳しい情報は下記のサイトをご参照下さい： 
　https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/514.html 
　http://www.4gamer.net/games/234/G023421/20161126004/ 
　http://www.4gamer.net/games/234/G023421/20160127014/ 
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